
 
 

 

 

イチゴ四季成り性品種の夏秋どり栽培における 照射が収量等に及ぼす影響

山崎浩道

（農研機構東北農業研究センター）

１ はじめに

我が国のイチゴ生産では、夏秋期が端境期となっ

ており、国産の夏秋イチゴの増産が強く求められて

いる。このため、寒冷地の夏期冷涼な気象条件を活

用して、四季成り性品種を夏秋期に収穫する夏秋ど

り栽培の普及が進んでいるが、病虫害の多発や果実

品質の低下等による生産不安定が大きな問題であり、

安定生産技術の開発が強く求められている。一方、

の照射がイチゴうどんこ病を抑制することが

明らかにされ 、促成栽培で照射技術の普及が進め

られているが、その夏秋どり栽培への適用は未検討

である。また、 照射が果実硬度を高めること

が促成栽培で報告されている 。そこで、四季成り

性品種の夏秋どり栽培における 照射が収量、

果実品質等に及ぼす影響を調査した。なお、本試験

では、病害軽減等に関与するとされる培養液カルシ

ウム（ ）濃度の影響についても併せて検討した。

２ 試験方法

イチゴ四季成り性品種「すずあかね」、「サマー

ティアラ」、「なつあかり」の越年苗を 年 月

日に東北農研内ハウス（盛岡市）の高設栽培ベン

チ（ 株 発泡スチロール製プランター、株間 、

条間 、 条千鳥植え）に定植し、培養液を施用

（窒素施用量 株 日）して栽培した。

処理としては、 の照射について 無、 有

（植物体上 の高さに 間隔で 電球型蛍光灯

（パナソニック）を設置、毎日午前 ～ 時の間点灯、

処理期間 ～ ）の 処理と培養液 濃度

（ 養 液 土 耕 号 ア グ リ オ ） 、

（ に 添 加 ）

（同 添加）、処理期間 ～ ）の 処理

とを組み合わせた計 処理区を設け、生育、収量、

果実品質、病害発生等を調査した。

３ 試験結果及び考察

生育・花房数

草高、花房数等には品種間で有意差がみられ、

「すずあかね」で草高が低く、花房数が多かったが、

照射および培養液 濃度による生育の差はみ

られなかった（表 ）。なお、 照射による葉焼

け等はみられなかった。

収量・果数・一果重

収量の品種間差がみられ、「サマーティアラ」≧

「すずあかね」＞「なつあかり」であった（図１）。

照射による収量の差はみられなかったが、培

養液 濃度が高い場合に収量が減少した。上記の

傾向は果数でも同様であった（表 ）。一果重は

「サマーティアラ」で大きかったが、 照射の

影響は不明瞭であった。

果実硬度・糖度

夏期の果実硬度は「すずあかね」で高く、「なつ

あかり」で低かった（表 ）。また、 添加区で有

意に低下した。糖度は「すずあかね」で低く、「な

つあかり」で高かった。硬度、糖度ともに 照

射による差はみられなかった。

病害発生

果実のうどんこ病の発生は、「なつあかり」で栽

培後期に多くみられ、うどんこ病果発生率は

照射区で低い傾向がみられた（図 ）。

４ まとめ

以上のように、イチゴ四季成り性品種の夏秋どり

栽培における 照射は、生育、出蕾、収量、果

実品質等に悪影響を及ぼさず、うどんこ病の発生を

抑制する傾向を示したことから、本栽培への

照射技術の適用は可能と判断されたが、照射による

果実硬度の上昇は認められなかった。今後、照射技

術導入のコスト面等について検討が必要である。
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品種 培養液Ca
照射 濃度（mM）

すずあかね 無

有

サマーティアラ 無

有

なつあかり 無

有

分散分析
要因： 品種（A）

UV-B（B）
Ca濃度（C）
A×B
A×C
B×C

NS、*、**：それぞれ有意差なし、5%、1%水準で有意差あり

草高（cm） 芽数（本/株） 花房数（本/株）

表 照射および培養液カルシウム濃度が生育に及ぼす影響

表 照射および培養液 濃度が果数、一果重、果実

品質に及ぼす影響

収
量
（

株
）

品種、 照射の有無および培養液 添加濃度（mM）

月

月

月

月

月

月

無 有 無 有 無 有

すずあかね サマーティアラ なつあかり

分散分析

　品種：**

　UV-B照射：NS

　培養液Ca濃度：*

　交互作用：全てNS

図 照射および培養液 濃度が収量に及ぼす影響

図 品種および 照射がうどんこ病果率

に及ぼす影響（要因別平均値）

品種 培養液Ca 果数 一果重 果実硬度 糖度
照射 濃度（mM） （個/株） （g/個） （kg/cm ） （Brix%）

すずあかね 無

有

サマーティアラ 無

有

なつあかり 無

有

分散分析
要因： 品種（A）

UV-B（B）
Ca濃度（C）
A×B
A×C
B×C

果数、一果重：6.0g以上の果実を調査、果実硬度、糖度：7～8月収穫果実を調査

果実硬度：果実硬度計KM-1（藤原製作所、5mmφ円筒形プランジャー）による測定値

NS、*、**：それぞれ有意差なし、5%、1%水準で有意差あり

すずあかね サマーティアラ なつあかり

う
ど
ん
こ
病
果
率
（
）

品種
なし あり

照射 培養液 添加濃度（mM）
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